
公益財団法人鹿児島市水族館公社役員及び評議員の報酬等及び費用に関する規程 

 

制定  平成２３年１２月２２日 

施行  平成２４年４月１日 

改正  平成２４年４月１日 

改正  平成２５年３月１９日 

改正  平成２９年６月２６日 

                            改正  平成３１年３月２６日 

（目的及び意義） 

第１条 この規程は，公益財団法人鹿児島市水族館公社（以下「公社」という。）定款第 

15条及び第 33条の規定に基づき，役員及び評議員（以下「役員等」という。）の報酬

等及び費用に関し必要な事項を定めることを目的とし，一般社団法人及び一般財団法人

に関する法律（平成 18年法律第 18号）及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に

関する法律（平成 18 年法律第 49 号。以下「認定法」という。）の規定に照らし，妥当

性と透明性の確保を図ることとする。 

 

（定義） 

第２条 この規程において次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところに 

よる。 

(1) 常勤役員とは，理事のうち，この法人を主たる勤務場所とする者をいう。 

(2) 非常勤役員とは，役員のうち，常勤役員以外の者をいう。 

(3) 報酬等とは，認定法第５条第 13 号で定める報酬，賞与その他の職務執行の対価

として受ける財産上の利益及び退職手当であって，その名称のいかんを問わない。

費用とは明確に区分されるものとする。 

(4) 費用とは，職務の執行に伴い発生する交際費，通勤手当，旅費（宿泊費を含む。）

及び手数料等の経費をいう。報酬等とは明確に区分されるものとする。 

 

（報酬） 

第３条 常勤役員（鹿児島市の市長，副市長，識見を有する者のうちから選任された常

勤の監査委員及び鹿児島市職員定数条例（昭和 42年条例第 10号）に定める職員（以

下「市職員」という。）のうちから選任された役員を除く。）に対して，別表第１の報

酬を支給する。 

２ 常勤役員が月途中において就任し，又は退職し，若しくは失職した場合における報

酬の額は，別に定める公社職員給与規程（以下「給与規程」という。）を準用し，日割

計算によるものとする。 

３ 非常勤役員（市職員から選任された役員を除く。）及び評議員（市職員から選任され

た評議員を除く。）に対して，別表第２の報酬を支給する。 

 



（賞与） 

第３条の２ 賞与は、６月１日及び１２月１日（以下この条においてこれらの日を「基

準日」という。）にそれぞれ在職する常勤役員で、次の各号に掲げる要件をすべて満たす

ものに対して、６月３０日及び１２月１０日（これらの日が日曜日、土曜日又は祝日法

による休日に当たるときは、その日前において、その日に最も近い日曜日、土曜日又は

祝日法による休日でない日）に支給する。これらの基準日前１か月以内に退職し、又は

死亡した常勤役員についても同様とする。 

(1) 賞与の支給される年度の前年度に６０歳に達している者 

(2) 賞与の支給される年度の前年度の末日に特別支給の老齢厚生年金の支給開始年

齢に達していない者 

２ 賞与の額は、月額報酬に別表４に定める割合を乗じて得た額に、基準日以前６か

月以内の期間におけるその者の在職期間の別表５の区分に応じて、当該表に定める割合

を乗じて得た額とする。 

３ 第２項の在職期間の算定については、欠勤した日数を除算する。 

４ 非常勤役員及び評議員には、賞与は支給しない。 

（退職手当） 

第３条の３ 役員等には、退職手当は支給しない。 

 

（報酬等の支給方法） 

第４条 常勤役員に対する報酬等の支給日，支給方法等に関する詳細は，給与規程を準

用する。 

２ 非常勤役員及び評議員に対する報酬は，職務に従事した都度支給し，報酬の支給日

は，職務に従事した日とし，現金で支払うものとする。なお支給に関する詳細は，給

与規程を準用する。 

 

（費用） 

第５条 次の各号に掲げる常勤役員には，通勤に要する費用として別表第３の通勤手当

を支給し，その支給方法等については給与規程を準用する。 

(1) 通勤のため交通機関を利用してその運賃を負担することを常例とする常勤役員

（交通機関を利用しないで徒歩により通勤するものとした場合の通勤距離が片道２

キロメートル未満であるもの及び第３号に掲げる役員を除く。） 

(2)  通勤のため自動車その他の交通用具（以下「自動車等」という。）を使用するこ

とを常例とする常勤役員（自動車等を利用しないで徒歩により通勤するものとした

場合の通勤距離が片道２キロメートル未満であるもの及び第３号に掲げる役員を除

く。） 

 



(3)  通勤のため交通機関を利用してその運賃を負担し，かつ，自動車等を使用する

ことを常例とする常勤役員（交通機関を利用せず，かつ，自動車等を使用しないで

徒歩により通勤するものとした場合の移動距離が片道 2 キロメートル未満であるも

のを除く。） 

２ 役員等が公社の用務のため旅行したときは，費用を支給する。 

３ 前項の規定により支給する費用の額及び支給方法は，公社旅費支給規程による。 

 

（公表） 

第６条 公社は，この規程をもって，認定法第 20条第１項に定める報酬等の支給の基準

として公表するものとする。 

 

（改正） 

第７条 この規程の改正は，評議員会の決議を経て行うものとする。 

 

（補則） 

第８条 この規程の実施に関し必要な事項は，理事長が理事会の承認を得て別に定める

ものとする。 

 

附則 

（施行期日） 

１ この規程は，公益財団法人鹿児島市水族館公社の設立の登記の日から施行する。 

  （財団法人鹿児島市水族館公社の常勤の役員の報酬に関する規程の廃止） 

２ 財団法人鹿児島市水族館公社の常勤の役員の報酬に関する規程（平成７年 10月１日

規程第５号）は廃止する。 

 （財団法人鹿児島市水族館公社の非常勤の役員等の出席手当及び旅費に関する規程の

廃止） 

３ 財団法人鹿児島市水族館公社の非常勤の役員等の出席手当及び旅費に関する規程

（平成７年 10月１日規程第６号）は廃止する。 

附則 

（施行期日） 

この規程は，平成２４年４月１日から施行する。 

  附則 

（施行期日） 

この規程は，平成２５年４月１日から施行する。 

 

 



  附則 

（施行期日等） 

１ この規程は、議決の日から施行する。 

２ 第１条の規定（公益財団法人鹿児島市水族館公社役員及び評議員の報酬等及び費用

に関する規程（以下「報酬等及び費用に関する規程」という。）による改正後の報酬等及

び費用に関する規程の規定は平成２９年４月１日から適用する。 

  附則 

（施行期日等） 

１ この規程は、議決の日から施行する。 

２ 第１条の規定（公益財団法人鹿児島市水族館公社役員及び評議員の報酬等及び費用に

関する規程（以下「報酬等及び費用に関する規程」という。）による改正後の報酬等及

び費用に関する規程の規定は平成３１年４月１日から適用する。 

 

別表第１ （第３条第１項関係） 

区   分 報酬の額（月額） 

常 勤 役 員 ２８２，１００円 

 

別表第２ （第３条第３項関係） 

区   分 報酬の額（日額） 

非常勤役員及び評議員 １０,０００円 

 

別表第３ （第５条第１項関係） 

支給範囲 支 給 額 

第５条第１項第１号

に掲げる者 

交通機関が発行する最長通用期間の定期券の価格に相当する額 

（１か月あたりの運賃相当額が 10,000円を超える場合には 10，000

円に最長通用期間の月数を乗じて得た額を当該通用期間ごとに支

給） 

第５条第１項第２号

に掲げる者 

自動車等の使用距離が片道 

片道 ２ｋｍ以上 ５ｋｍ未満           4,300円 

片道 ５ｋｍ以上 10ｋｍ未満            7,200円 

片道 10ｋｍ以上                  9,700円 



第５条第１項第３号

に掲げる者 

自動車等の使用距離が片道 

片道 ２ｋｍ以上 ５ｋｍ未満   運賃相当額 ＋ 4,300円 

片道 ５ｋｍ以上 10ｋｍ未満   運賃相当額 ＋ 7,200円 

（交通機関の利用者に係る 1か月あたりの運賃額と自動車等使用に

係る手当額の合計額が 10,000円を超える場合は，10,000円に交通

機関利用の最長通用期間の月数を乗じて得た額を当該通用期間ごと

に支給） 

 

別表第４（第３条の２関係） 

期末手当の在職期間区分表 

支給時期 乗ずる割合 

６月期 １００分の１１７.５ 

１２月期 １００分の１１７.５ 

 

別表第５（第３条の２関係） 

賞与の在職期間区分表 

在職期間 割 合 

６か月 １００分の１００ 

５か月以上６か月未満 １００分の ８０ 

３か月以上５か月未満 １００分の ６０ 

２か月以上３か月未満 １００分の ３０ 

２か月未満 １００分の ２０ 

 


